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高校生の安全なインターネット利用に関連する要因

一インターネット利用の実態と共感性一
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〔論文要旨〕

　本研究の目的は，高校生の携帯端末からのインターネット利用の実態を把握するとともに，インターネット利用

にともなう行動と共感性との関連を検討することである。高校生422名を対象に，無記名の自記式質問紙によりデー

タを得た。質問紙の回収率は96．8％であった。1日の携帯電話使用時間（中央値）は2．5時間，自分自身のウェブ

サイトの所有は49．1％，情報教育の経験ありは94．4％であった。「他者のサイトへのアクセスあり」，「他者のサイ

トへのメッセージの投稿あり」は過半数以上，「誹誘・中傷の書き込み」，「有害サイトへのアクセス」，tアクセス

して現実的に危険な経験をした」は，少数だが男女ともに見られた。「他者のサイトへのアクセスあり」，「他者サ

イトへのメッセージ投稿あり」など行動が活発な群の方が，他者に向かう他者志向型の共感性得点が高かった。一・

方，「有害広告に触発されて有害サイトにアクセスした」など危険な行動あり群の方が，他者志向型の共感性得点

が低く示された。
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1．緒 言

　近年，青少年がインターネット上の違法・有害情報

に触発され発生した犯罪や，出会い系サイトと呼ばれ

るウェブサイトへのアクセスをきっかけに買春や暴行

など犯罪に巻き込まれた例が多く報告されているL2）。

「学校裏サイト」と呼ばれる学校公式サイトとは無関

係に立ち上げられた電子掲示板や「プロフ」と呼ばれ

る自己紹介を発信するためのシステムが出現し，誹諺・

中傷やわいせつ情報の発信は著しくなり，インター

ネット上でのいじめなどの問題が深刻化した3）。文部

科学省による青少年が利用する学校非公式サイト（学

校裏サイトやプロフを含む学校公式サイト以外の学校

や生徒に関するウェブサイト）に関する調査では，学

校非公式サイト・スレッド（ひとつの話題に属する複

数の記事をまとめたもの）数は38，260件（平成20年1

月～3月現在）に及び，その半数に誹講・中傷の言葉

が含まれていた4）。

　青少年のインターネット利用，とくに携帯電話を端

末とした利用に関する研究は数多く行われ，インター

ネット利用における心理的効果などが検討されてい

る5・6）。また，青少年がインターネット上に氾濫して

Implications　of　a　Safe　lnternet　Environment　for　High　School　Students　：　Focus　on　the　Students’　Current

Internet　Usage　and　Their　Empathy

Taeko　WATANABE，　Emi　lsoGAi，　Emiko　TANAKA，　Etsuko　ToMisAm，　Yoko　ONDA，　Yukiko　MocHizuKi，

Kentaro　ToKuTAKE，　Nozomu　SAiTo，　Tokie　ANME

l）筑波大学大学院人間総合科学研究科（大学院生）

2）筑波大学大学院人間総合科学研究科（研究職）

3）愛知県西尾市（保健師）

4）愛媛県新居浜市（保健師）

別刷請求先：渡辺多恵子　筑波大学大学院人間総合科学研究科　〒305－8575茨城県つくば市天王台1－1－1

　　　　　Tel：090－3342－4978　Fax：0297－52－7066

　　　［2303）

受付11　1．17

採用11　9．20

Presented by Medical*Online



第71巻　第1号，2012

いる違法・有害情報に，携帯電話などから容易にアク

セスできる状況があることから情報リテラシーの必要

性7），情報モラルに関する知識の習得など情報モラル

教育の必要性8）が指摘され，学校教育，学校保健の現

場では，情報リテラシー，情報モラル教育に関する積

極的な取り組みがなされている。しかし，逸脱行動や

犯罪はなくならず，学校における教育の情報化はます

ます推進される状況である9）。

　一方，昨今の青少年の犯罪の根底には，共感性の欠

如（喪失）があることが指摘されているlo）。また，イ

ンターネットを安全に活用するための個の要因とし

て，情報リテラシー，情報モラルに加え，「共感スキル」

が必要であることが述べられている11）。インターネッ

ト上のやりとりは，文字，画f命毛のみによるもので

あり，相手に対するより繊細な配慮や共感性が求めら

れるが，インターネット利用における青少年の行動に

ついて，情報リテラシーや情報モラルに関する教育の

必要性は指摘されているものの，共感性との関連は十

分に検討されているとは言えない。

　そこで，本研究では，高校生のインターネット利用

の実態を把握するとともに，インターネット利用にと

もなう行動と共感性との関連を検討した。

1［．研究方法

1．対象と方法

　高校1年～3年生422名を対象とし，無記名の自記

式質問紙を用いた集合調査法によりデータを得た。質

問紙の配布と回収は協力施設の担当教員に依頼した。

調査期間は，2009年7月8日～7月30日であった。

2．調査項目

（1）高校生のインターネット利用の実態

　高校生のインターネット利用を「携帯電話に対応し

た学校非公認消費者生成メディアの利用」と定義し，

「自己紹介や日記，掲示版などのウェブサイト（以下，

ウェブサイトとする）の閲覧および書き込み」という

表現を用いた。調査項目は，携帯電話の所有状況，i携

帯電話の使用時間，携帯電話利用に関する家族との制

約，自分自身のウェブサイトの所有状況，ウェブサイ

ト所有の校則による禁止，情報リテラシー，モラルな

ど情報教育の有無とした。

（2）インターネット利用にともなう行動

　インターネット利用にともなう行動は「影響要因へ
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の接触および影響要因による触発」と定義し，操作的

定義は，行動1「他者とのやりとりへの接触」2項目，

行動2「有害性をもつ情報への接触」2項目，危険行

動「行動1，2による触発」2項目の，3分類6行動

に整理した。

（3）高校生の共感性

　共感性の測定には，多次元的共感性尺度12）を使用し

た。他者志向の温かい気持ちを持つ「共感的関心」，

他者の気持ちや状況を想像する「気持ちの想像」，架

空の他者に感情移入する「ファンタジー」，他者に向

かわない自分中心の感情的反応を示す「個人的苦痛」

の4因子30項目からなり，中学生，高校生，大学生を

対象とした調査により内的一貫性による信頼性の検

討が行われている（α＝．63～．86）。またInterper－

sonal　Reactivity　Index；IRI13）との基準関連妥当性が

検証されている。

3．分析の方法

　対象者特性，インターネット利用の実態インター

ネット利用にともなう行動の実態，共感性の実態につ

いて単純集計した。インターネット利用には性差が指

摘されている14）ことから，実態と行動は男女別に算出

した。

　さらに共感性（次元別）とインターネット利用にと

もなう行動について2変量解析を行った。行動1「他

者とのやりとり」への接触については，男女差が見ら

れたため，行動ユとの関連については，男女別に分析

を行った。検定の有意水準は5％とした。

4．倫理的配慮

　調査の目的，方法，成果，個人情報の取り扱い，お

よび承認せずとも不利益を受けないことについて書面

と口頭で説明し，調査協力施設の承認を得た。質問紙

には，調査の目的，調査結果の活用，調査結果を目的

外に使用しないこと，および質問紙への回答は個人の

自由意志であり回答しなくても不利益は受けないこと

を明記し，質問紙への回答をもって調査への同意と見

なした。また，個人の回答が他に漏れないよう個別の

回収用封筒を用意した。なお，本研究は，筑波大学大

学院人間総合科学研究科倫理審査委員会の承認を得て

実施した。
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m．研究結果
表1　対象者の特性 n　＝　393

項 目 人　数　　割合（％）

1．質問紙の回収率と分析に使用するデータ

　質問紙を配布した436名中，　422名から回答を得た（回

収率96．8％）。そのうち，属性と共感性尺度の項目に

欠損のない393名を分析の対象とした。

性　別 子
子

男
女

り
D
O

「
D
4

1
り
乙

∩
コ
ー

0
0
1

り
0
濃
U

学　年

高校1年

高校2年

高校3年

151

129

113

38．4

32．8

28．8

2．対象者の特性（表1）

　対象者は，男子38．9％，女子61．1％，高校1年生

38．4％，2年生32．8％，3年生28．8％であった。家族

構成は核家族69．7％，拡大家族30．3％であった。携帯

電話の所有は98．0％であった。

家族構成
　核家族

拡大家族
4
Q
ゾ

7
1
⊥

9
白
－
⊥

7
り
0

0
」
0

ρ
0
り
σ

　　　　　　　　　　　両親

　　　　　　　　　母親のみ
　（核家族内訳）
　　　　　　　　　父親のみ

　　　　　　　　祖父母のみ

　　　　　　　両親＋祖父母

（拡大家族内訳）母親＋祖父母

　　　　　　　父親＋祖父母

248

20

　4

　2

102

12

　5

90．5

7．3

1．5

0．7

85．7

10．1

4．2

3．インターネット利用の実態（表2）

　1日の携帯電話使用時間の中央値は，男子1．OO時

間，女子3．00時間，合計2．50時間であった。携帯電話

利用に関する家族との制約ありは31．0％であった。自

分自身のウェブサイトの所有は，男子30ユ％，女子

61．3％，合計49．1％であった。自分自身のウェブサイ

ト所有の校則による禁止は100％であった。情報リテ

ラシー，情報モラルなどの情報教育の経験ありは，男

きょうだいの有無
り
し

あ
な

り
均
－
↓

4
じ
0

3 0
（
）

7
8
り
O

Q
O
－

（内訳）
上
下
方

年
年
両

132

160

50

38．6
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14．6

携帯電話の所有
　持っている

持っていない
亡
O
O
O

83

0
0

8
0
乙

9

表2インターネット利用の実態 （時間）

男 女 合計

n　＝　153

人数（％）

n＝　240

人数（％）

n＝　393

人数（％）

p

1日の携帯電話使用時間 1．00（O．50一・一3．00）　3．00（2．00t－5．00）　2．50（1．00・一5．00）　＊＊＊

携帯電話利用の家族との制約あり 49（　32．0） 73（　30．4） 122（　31．0）

　　　利用できる金額が決められている

　　　利用時間が決められている

　　　書き込みを禁止されている
（内訳）

　　　　インターネットを禁止されている

　　　　メールを禁止・制限されている

　　　　フィルタリングがかけられている

21（　42，9）

2（　4．1）

3（　6．1）

8（　16．3）

2（　4．1）

o（　o．o）

35（　47．9）

5（　6．8）

6（　8．2）

11（　15．1）

o（　o．o）

o（　o．o）

56（　45．9）

7（　5．7）

9（　7．4）

19（　15．6）

2（　1．6）

o（　o．o）

自サイトの所有 46（　30．1） 147（　61．3） 193（　49．1） ＊＊＊

自サイト所有の校則による禁止 153（100．0） 240　（100．O） 393（100．0）

情報教育を受けた経験あり 139（　90．8） 232（　96．7） 371（　94．4） ＊

　　　親など家族から

　　　学校で先生から

　　　学校で警察の人から

　　　友だちや後輩から
（内訳）

　　　先輩から

　　　雑誌で読んだ

　　　　インターネットで見た

　　　テレビで見た

30（　21．6）

84（　60．4）

62（　44．6）

11（　7．9）

2（　1．4）

11（　7．9）

25（　18．0）

53（　38．1）

56（　24．1）

158（　68．1）

132（　56．9）

14（　6．0）

　3（　1．3）

17（　7．3）

21（　9．1）

98（　42．2）

86（　23．2）

242（　65．2）

194（　52．3）

25（　6．7）

　5（　1．3）

28（　7．5）

46（　12．4）

151（　40．7）

＊

＊＊

＊

※p：pearsonのX2検定

※1日の携帯電話使用時間は中央値（25～75％）を示した（p＝Mann－WhitneyのU検定）。
×．　＊：　p　〈O．05　＊＊　：　p　〈O．Ol　＊＊＊：　p　〈O．　OOI
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子90．8％，女子96．7％，合計94．4％であった。

4．インターネット利用にともなう行動

（1）インターネット利用にともなう行動の実態（表3）

　「行動1他者とのやりとりへの接触」の「他者サイ

トへのアクセスあり」は79．4％，このうち，「他者サ

イトへのメッセージの投稿あり」は68．9％であった。

　他者サイトヘアクセスした者のうち，「行動2有害

性をもつ情報への接触」の「ウェブサイト上で自分自

身が誹諺・中傷を受けたことがある」は7．4％，「ウェ

ブサイト上で他者が誹誇・中傷を受けているのを見た

ことがある」は38．5％であった。

　「危険行動行動L2による触発」の「他者にむけ

た富士・中傷の書き込みをした」は3．8％，「青少年の

健全育成の観点からみた有害情報にアクセスした」は

4．5％，「アクセスをして現実的に危険な経験をした」

は1．3％であった。

（2）他者のサイトへのアクセス目的（表4）

　他者のサイトへのアクセス目的は，男女ともに「暇

つぶし」（男子89．2％，女子87．2％）が最も多く，次

いで「友だちとの連絡」（男子15．1％，女子25．7％），「友

だちに関する情報交換」（男子9．7％，女子19．7％）で

あった。

5．共感性の実態（表5）

　「共感的関心」は男子3．62，女子4．04で，女子の得

点の方が有意に高かった（p＜0．001）。「気持ちの想像」

は男子3．20，女子3．60で，女子の得点の方が有意に高

かった（p＜0．05）。「個人的苦痛」は男子3．00，女子

3．17で，女子の得点の方が有意に高かった（p＜0．01）。

「ファンタジー」は性別による有意差は見られなかっ

た。

6．インターネット利用にともなう行動と共感性との関

　連（表6）

　有意な関連が見られた項目のみを表6に示した。

　行動1－1「他者のサイトへのアクセス」については，

行動あり群の方が，他者志向の共感性である「共感的

関心」，「気持ちの想像」，「ファンタジー」が有意に高

い値を示した。男女別にみても「気持ちの想像」と「ファ

ンタジー」において同様の結果が示された。

　行動1－2「他者のサイトへのメッセージの投稿」は，

行動あり群の方が，他者志向の共感性である「共感的
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関心」が有意に高い値を示していた。男女別にみると，

女子において同様の結果が示された。

　行動2－2「ウェブサイト上で他者が誹誘・中傷を

受けているのを見た」については，行動あり群の方が，

他者志向の共感性である「気持ちの想像」が有意に高

い値を示した。

　危険行動一2「有害サイトにアクセスした」につい

ては，危険行動あり群の方が，他者志向の共感性であ

る「ファンタジー」が有意に低い値を示した。

1V．考 察

1．インターネット利用と行動の実態

（1）インターネット利用の実態

　本研究への協力を得た高校生の98．0％が携帯電話を

所有しており，69．0％が携帯電話使用に関する家族と

の制約は「ない」と回答していた。ほぼ全員がインター

ネット上での「他者とのやりとり」や「有害性を持つ

情報」に接触する機会を持っており，接触するか否か

の行動は約7割が自己に委ねられていると考えられ

る。また，自分自身のウェブサイトは，校則で禁止さ

れているにもかかわらず，約半数が所有していた。校

則等による禁止には，大きな効果は期待できないと考

えられる。

（2）インターネット利用の性差

　本研究ではインターネット利用の性差が示された。

「携帯電話の長時間使用」，「自分自身のウェブサイト

の所有」，「他者サイトへのアクセス」，「他者のサイト

へのメッセージの投稿」は女子の割合が有意に高かっ

た。インターネット上での人間関係の構築の仕方は

男女で異なり，女子は情緒的な親密性とコミュニケー

ションを通じて人間関係を維持することや，男性がス

ローペースのコミュニケーションを好むことに対し，

女性はインスタント・メッセンジャーなどに引きつけ

られることが指摘されている14）。また，女性の方が男

性よりも相談支援など，オンライン上のサポートを求

める傾向が強いことが報告されている15）。学校におけ

る情報リテラシー，情報モラル教育は，こうした性差

への配慮が必要と考えられる。

（3）インターネット利用の目的から考える必要な取り組み

　本研究において他者サイトへのアクセスの経験がな

い者は20．6％であり，女性においてはわずか8．8％で

あった。また他者サイトへのアクセス目的でもっとも

多いのは「暇つぶし」であり，男女ともに約9割に達
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表4　他者のサイトへのアクセス目的

男 女 合計

n＝　93

人数（％）

n　＝　218

人数（％）

n＝　311

人数（％）

p

友だちづくり 4（　4．3） 28（12．8） 32（10．3） ＊

暇つぶし 83（89．2） 190（87．2） 273　（87．8）

ストレス解消 2（　2．2） 5（　2．3） 7（　2．3）

友だちとの連絡 14（15．1） 56（25，7） 70　（22．5） ＊＊

授業や試験の情報交換 2（　2．2） 5（　2，3） 7（　2．3）

部活やクラブの情報交換 7（　7．5） 9（　4．1） 16（　5．1）

先生に関する情報交換 。（　o．o） 1（　O．5） 1（　O．3）

学校に関する情報交換 2（　2．2） 5（　2．3） 7（　2．3）

友だちに関する情報交換 9（　9．7） 43（19．7） 52（16．7） ＊

※P：pearsonのX2検：定
X．・＊　：　p　〈O．　05　＊＊　：　p　〈O．Ol　＊＊＊　：　p　〈O．OOI

註）他者サイトへのアクセスありは312であるが， アクセス目的は無回答1を除外しn＝311で集計した。

表5　共感性下位尺度の男女別・学年別中央値

高1 高2 高3 合計

男
女

n＝＝54

n　＝97

p n＝62
n　＝67

p n＝37

n＝76

p n　＝153

n　＝240

p

共感的関心　男　3．58（3．31～4．08）

（25～75％値）女　4．00（3．54～4．31）

　　3．69　（3．13　rv　4．31）

＊＊＊
　　4．00　（3．69　一一4．46）

　　3．54（3．31rv　3．88）
＊＊

　　4．08　（3．69　一一　4．62）

　　3．62（3．31－4．08）

　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊
　　4．04　（3．69　一一　4．46）

気持ちの想像　男　3．20（3．00～4．00）

（25～75％値）女3．20（3．00～3．80）

3．20　（3．00　一一　3．80）

3．40　（3．00　一一4．00）

3．20（3．00・一一3．70）

3．80　（3．20　一一一　4．20）

　　3．20（3．00～3。80）
ホホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　3．60（3．00～4．00）

ファンタジー男3．00（2．17～3．38）

（25～75％値）女3．00（2．50～3．50）

3．00（2．17一一3．88）

3　．　50　（2　．　83　一一一一4　．　00）

3．00　（2．50　一一3．67）

3．33（2．67一一3．83）

3．00　（2．33　一一3．67）

3．17（2．67一一3．83）

個人的苦痛　　男　2．83（2．50～3．33）

（25～75％値）女　3．00（2．50～3．50）

3．00　（2．33　一一　3．　38）

3．17（2．67・一一4．00）

3．00（2．58一一3．17）

3．17（2．83一一3．63）

　　3．00（2．42～3．33）
ホホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホネ

　　3．17（2．67～3．67）

※p：性別共感性尺度に関するMann－WhitneyのU検定
×．　＊：　p　〈O．　05　＊＊　：　p　〈O．Ol　＊＊＊：　p　〈O．　OOI

していた。文部科学省の調査においても76．8％の者が

「暇つぶし」と回答していた4）。先行研究では，変動

していく情報社会，インターネットの特徴をとらえた，

安全なウェブサイトを考えていく必要があることが指

摘されている11）が，暇つぶしに何気なく携帯電話を手

に取り，他者サイトヘアクセスする者が多い状況から，

「携帯電話を活用した安全で有用な情報サイトの構築」

を検討していく必要があると考えられる。

2．インターネット利用にともなう行動と共感性の関連

　インターネット利用にともなう行動別に共感性下位

尺度の得点をみると，行動1－1「他者のサイトへの

アクセスあり群」の方が，他者指向型の共感性である

「共感的関心」，「気持ちの想像」，「ファンタジー」の

得点が有意に高く，行動1－2「他者のサイトへのメッ

セージ投稿あり群」の方が，「共感的関心」の得点が

有意に高かった。行動2－2「ウェブサイト上で他者

が誹諺・中傷を受けているのを見た群」の方が「気持

ちの想像」の得点が有意に高かった。共感性の得点の

高い者が他者のウェブサイトに興味を示し，多くアク

セスし，ウェブサイト上で他者の感情に敏感に気づい

ていると考えられる。

　一方，危険行動一2「有害サイトにアクセスした群」

の方が，「ファンタジー」の得点が有意に低かった。

しかし，本研究において「有害サイトにアクセスした

群」は10例と少なく，この結果のみから『他者志向型

の共感性であり架空の他者に感情移入する「ファンタ

ジー」が高いと，他者のサイトにアクセスしても有害
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表6　行動別面感性下位尺度の中央値

行動あり 行動なし

n　　中央値（250／o～75％） n　　中央値（25％～75％）
p

行動1－1　「他者のサイトへのアクセス」

共感的関心

合　計　312

　男　　　93

　女　　219

4．00（3．54一一4．38）

3．　62　（3　．　31　一一一4．　08）

4．08　（3．69　一一4．38）
1
0
1

8
ρ
0
9
自

3．61（3．23一一4．15）　＊＊＊

3．54（3，15一一3．92）

3．84　（3．46　一一4．61）

気持ちの想像

合　計　312

　男　　　93

　女　　219

3．50（3．00一一4．00）

3．　40　（3．00　t－4．　00）

3．60　（3．00　一一一　4．00）

－
⊥
0
1
⊥

8
ハ
0
9
白

3，20　（2．80一一3．60）　＊＊＊

3．20　（3．00　一一3．55）　＊

3．20　（2．80　一一3．60）　＊

ファンタジー

合　計　312

　男　　93
　女　　219

3．17（2．67一一3．83）

3．17（2．67t－3．92）

3．17（2．67一一3．83）
1
0
1

0
0
ρ
0
9
自

2．83　（2．17rv3．42）　＊＊＊

2．83　（2．17　一一　3．33）　＊

3．00（1．83一一3．58）

行動1－2　「他者のサイトへのメッセージ投稿」

共感的関心

合　計　215

　男　　　54

　女　　161

4．00　（3．69　一一4．46）

3．65　（3．31　一一4．23）

4．08　（3．69　一一　4．46）

に
U
Q
ゾ
7
‘

0
ジ
リ
Q
只
U

3．　77　（3．38　t一一4．08）　＊＊＊

3．53　（3．31　nv　4．23）

3．92（3．54・一4．15）　＊＊

行動2－2　「ウェブサイト上で他者が誹誘・中傷を受けているのを見た」

気持ちの想像

合　計　120

　男　　　30

　女　　90

3．60（3．20一一4．15）

3．50（3．00－4．00）

3．80　（3．20　一一一　4．20）

190

62

128

3．40（3．00－4．00）　＊＊

3．30　（3．oo一一3．so）

3．40　（3．00　一一4．00）　＊＊

危険行動一2　「有害サイトにアクセスした」

ファンタジー

0
［
0
「
0

1十戸口

男
女

合 2．66　（2．50　一一　3．17）

3．17（1．50’一v3．33）

2．67（2．50一一2．67）

294

83

211

3．25　（2．66　一一3．83）　＊

3．17　（2．75　ev　3．83）

3．33　（2．67　一一　3．83）

※p：性別共感性尺度に関するMann－WhitneyのU検定
×．　＊：　p　〈O．　05　＊＊　：　p　〈O．　Ol　＊＊＊：　p　〈O．　OOI

※有意な関連が見られた項目のみ記載

サイトへはアクセスしにくい』と断定することはでき

ない。今後，本研究で示された結果を仮説としたさら

なる研究すなわち，インターネット利用にともなう

危険行動と共感性に関する多数例での詳細な研究が求

められる。

　現在の学校教育は，インターネットを活用していく

方向で進んでいる。共感の発達は0歳から始まり，発

達段階によって効果的な関わりはあるものの，思春期

を迎えてからも十分に育まれる。社会的判断を下した

り，他者の考えを自己に取り入れ総合判断する共感の

出力中枢は前頭前野であるといわれているが，前頭前

野は思春期もそれ以降も働き続ける16）。今後，インター

ネット利用にともなう危険行動と共感性の関連をより

詳細に検討し，その関連を明らかにしていくことは，

共感性強化の特徴をとらえた方法論を学校保健や学校

教育実践の場に取り入れるための一助となり，青少年

のインターネット利用にともなう逸脱行動や犯罪の抑

制につながっていくと考えることができるのではない

だろうか。

3．本研究の限界と可能性

　本研究は，自記式質問紙調査でありインターネット

利用の実態などを必ずしも正確に反映していない可能

性は否定できない。また，実際に危険行動を起こして

いる者のサンプルが少なく，共感性との関連を論じる

には十分ではないことが否定できない。しかし今回得

られたインターネット利用における行動と共感性との

関連は，今後の研究に新しい視点を加えた。今後，サ

ンプル数を増やし詳細な研究を行うことにより，安全

なインターネット活用を実現できる可能性があると考

えられる。

V．結 語

　高校生のインターネット利用にともなう行動の実態

を把握するとともに行動と共感性との関連を検討し

た。他者志向型の共感性が高いと，インターネット利

用にともなう行動が盛んになるが危険行動にはつなが

りにくい可能性が示唆された。情報リテラシー，情報

モラル教育に加え，共感性を育む方法論を取り入れた
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アプローチを行いつつ，メディア空間をデザインして

いくことが求められる。
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（Summary）

　The　purpose　of　this　study　is　to　clarify　the　status　of　ln－

ternet　usage　by　high　school　students　and　to　explore　the

relationship　between　this　status　．and　their　empathy．　The

participants　comprised　422　students．　A　questionnaire

was　administered　to　the　students　to　gauge　their　lnternet

usage　and　empathy．　Completed　questionnaires　were　ob－

tained　from　96．80／o　of　the　participants　．

　The　results　showed　that　lively　behavior　on　the　lnter－

net（visit　to　someone’s　Internet　website，　post　the　mes－

sages　on　someone’s　lnternet　website，　etc’”）　was　related

other－oriented　empathy．　Also　there　were　negative　rela－

tionships　between　risk　behavior　on　the　lnternet　（inspired

by　hazardous　commercial　message，　visit　to　hazardous

site）　and　other－oriented　empathy．

　The　findings　of　the　study　suggest　that　too　little　other－

oriented　empathy　have　a　significantly　higher　risk　of　ln－

ternet　usage．　A　new　approach　is　required　to　develop　the

empathy　of　the　students　．

（Key　words）

safe　internet，　media　literacy，　moral，　empathy，　high－

school　student
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